
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、憩
い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　９月５日、ＪＣＨＯ秋田病院において、生物資源
系列の１年生４人が農産物の直売会を開き、能代西
高農場で育てられたねぎや枝豆、かぼちゃなどを販
売しました。毎年行っているということで周知もさ
れており、病院を訪れた人はもちろん病院の先生か
らもお買い上げいただき、午前中には完売となりま
した。生徒たちは、農産物の品種や特徴、栽培方法
などを訪れた方々に説明しながら販売を行っていま
した。
　この取組は、農産物の栽培から販売までを行うこ
とで、６次産業化への理解を深め、
経営感覚を兼ね備えた農業者の育
成を図ることを目的にしています。
　今回参加した大森紅華さんは
「２、３年生が大事に育てたもの
を完売させることができてうれし
い。たくさんの人が買いに来てく
れてうれしかった」と話してくれ
ました。

　夏の代表的な果物であるスイカ。みなさんは、
スイカの特徴は丸くて、しましま模様などがイ
メージされると思います。しかし、生物資源系
列３年生の生徒５名は四角いスイカを作ること
に成功しました。作り方は、育ちきっていない
スイカを四角形の透明なアクリル板に入れて育
てます。スイカが成長してもその枠の中で押さ
えつけられて結果四角いスイカができあがるそ
うです。
　リーダーの田村拓晃君は「去年よりうまく育
てることができた」と話してくれました。四角
いスイカは観賞用で希少価値があり１玉１万円
以上するそうです。
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四角いスイカの制作に成功

野菜や花の直売会を開催

　能代西高農場の「ひまわり」が８月下旬に満
開を迎え、多くの方が訪れました。
　９月１日には八森小学校の児童約４０名が訪れ、
生活福祉学科の２年生が児童たちに説明をしな
がら、農場を歩きました。能代西高のひまわり
は「ハイブリッドサンフラワー」といい草丈が
１５０㎝とやや低く、花の咲いている期間が長い
のが特徴です。
　秋には「コスモス」が能代西高農場で咲き誇
ります。どなたでも観賞や来場は自由なので、
ぜひお越しください。

満開のひまわり畑

獅子座（7・23〜8・22）　性格の良い面がアピールされ、円満な人間関係が築けそう。初対面の相手にも気さくに話し掛けて。旅行も吉
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